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特集 1  選挙権年齢引き下げとこれからの学校教育について

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
と

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

池
田
佳
隆 

文
部
科
学
部
会
副
部
会
長
に
聞
く

―
今
年
６
月
、
公
職
選
挙
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
『
18

歳
以
上
』
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
理
由
や
背
景
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

池
田　

ま
ず
一
つ
は
、
将
来
を
担
う

若
者
の
政
治
へ
の
参
加
を
促
す
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
世

界
の
趨す

う

勢せ
い

で
す
。

　

選
挙
権
年
齢
は
、
わ
が
国
で
は
20

歳
以
上
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
、
多

く
の
国
は
18
歳
以
上
で
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
選
挙
権
年
齢
を
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
る
公
職
選
挙
法
改
正

法
案
を
、
６
党
共
同
で
今
年
の
通
常

国
会
（
第
１
８
９
回
国
会
）
に
提
出
。

６
月
17
日
に
成
立
し
、
同
19
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
権
年
齢
は
、

昭
和
20
年
に
25
歳
以
上
か
ら
20
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
以
来
、
70
年

ぶ
り
の
拡
大
に
な
り
ま
す
。

―
18
歳
と
19
歳
の
未
成
年
者
が
投

票
権
を
持
つ
の
は
、
い
つ
の
選
挙
か

ら
で
す
か
。

池
田　

来
年
夏
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
か
ら
の
見
込
み
で
す
。
こ
の
投

票
日
の
翌
日
ま
で
に
18
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
未
成
年
者
約

２
４
０
万
人
が
新
た
な
有
権
者
に
な

り
ま
す
。
高
校
３
年
生
の
ク
ラ
ス
に

選
挙
権
を
持
つ
生
徒
が
存
在
し
、
教

育
の
現
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
状
況
が
生
じ
ま
す
。

今
、
ま
さ
に
選
挙
と
教
育
が
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。

―
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。

池
田　

高
校
生
に
、
主
権
者
と
し
て

の
自
覚
を
確
立
す
る
た
め
の
教
育
の

充
実
が
、
何
よ
り
大
切
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
基
本
法
第
２
条
第
３
号
で
は
、

教
育
の
目
標
の
一
つ
に
「
主
体
的
に
社

会
の
形
成
に
参
画
し
、
そ
の
発
展
に

寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
、
社
会
の
一
員
、
主
権
者
と
し

て
の
自
覚
を
促
す
た
め
の
主
権
者
教

育
は
、
就
学
前
か
ら
高
校
に
至
る
各

段
階
に
お
い
て
当
然
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

―
な
ぜ
、
主
権
者
教
育
が
重
要
な

の
で
す
か
。

池
田　

国
や
社
会
の
問
題
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
自
ら
調
べ
、
考
え
、

判
断
す
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　

現
実
問
題
と
し
て
、
高
校
生
が
選

挙
権
を
持
っ
た
時
、
何
を
基
準
に
投

票
し
た
ら
よ
い
か
分
か
る
人
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
な
ん
と
な
く
投
票
に
行
く
」「
な

ん
と
な
く
○
○
さ
ん
に
投
票
す
る
」

の
で
は
、
選
挙
権
年
齢
を
引
き
下

げ
た
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、

高
校
生
が
政
治
を
は
じ
め
、
広
く
社

会
や
経
済
の
あ
り
方
、
仕
組
み
に
つ

い
て
の
知
識
を
習
得
す
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
す
。

―
若
者
の
多
く
は
、
政
治
へ
の
関

心
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
。

池
田　

そ
れ
は
、
自
分
た
ち
が
法
律

や
社
会
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
こ

と
へ
の
意
識
が
持
て
な
い
た
め
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
６
月
、
選
挙
権
年
齢
を

『
18
歳
以
上
』
に
引
き
下
げ
る

公
職
選
挙
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

主
権
者
教
育
や
高
校
教
育
の
あ
り
方
、

自
民
党
が
ま
と
め
た
提
言
、

日
本
の
教
育
再
生
な
ど
に
つ
い
て
、

池
田
佳
隆
文
部
科
学
部
会
副
部
会
長
に

う
か
が
い
ま
す
。（
取
材
日
9
月
30
日
）

特集
１選

挙
権
年
齢
は
18
歳
以
上
に

来
夏
の
参
議
院
通
常
選
挙
か
ら
適
用

主
権
者
教
育
の
重
要
性

法
改
正
を
き
っ
か
け
に
政
治
へ
の
関
心
を

港区立小中一貫教育校お台場学園を視察
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日
本
は
民
主
主
義
国
家
で
あ
り
法

治
国
家
で
す
か
ら
、
本
来
、
ど
の
世

代
の
人
も
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
の
が
当
然
で
す
。
し
か
し
、
家
庭

や
職
場
で
政
治
が
話
題
に
さ
れ
る
機

会
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
法
改
正
を
き
っ
か
け
に
、
一

人
で
も
多
く
の
人
が
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
。「
私
の
一
票
な
ん
て

何
に
も
な
ら
な
い
よ
」
と
い
う
感
覚

を
若
者
が
抱
く
よ
う
で
は
、
日
本
の

未
来
は
危
う
い
。
若
者
た
ち
が
「
政

治
は
自
分
た
ち
の
問
題
な
ん
だ
」
と

い
う
意
識
を
持
ち
、
社
会
参
加
意
欲

を
高
め
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

―
文
部
科
学
部
会
が
今
年
７
月
に

ま
と
め
た
提
言
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

池
田　

選
挙
権
年
齢
を
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
る
の
は
、
政
治
の
決
断
で

す
。
こ
の
こ
と
で
、
学
校
教
育
の
現

場
が
混
乱
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
学
校
教
育
に
政
治
的
な
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も
断

固
、
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
今
年
３
月

に
文
部
科
学
部
会
内
に
勉
強
会
を
発

足
さ
せ
、
有
識
者
や
教
員
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
す
る
な
ど
真
剣
に
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
月

に
座
長
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
、「
選

挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
う
学
校

教
育
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
の
提
言
」

で
す
。

―
提
言
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

池
田　

三
つ
の
観
点
か
ら
お
話
し
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
一
つ
め
は
、
政
治
参

加
に
関
す
る
初
等
中
等
教
育
（
幼
・

小
・
中
・
高
等
学
校
）
の
抜
本
的
充

実
で
す
。

　

今
の
高
校
２
年
生
に
は
、
先
ほ
ど

述
べ
ま
し
た
よ
う
に
来
年
夏
に
有
権

者
に
な
る
生
徒
が
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

ク
ラ
ス
の
中
に
有
権
者
と
、
そ
う
で

な
い
生
徒
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
選
挙
に
関
す

る
知
識
が
な
い
と
、
学
校
内
外
で
公

職
選
挙
法
違
反
に
問
わ
れ
る
可
能
性

が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
懸
念

を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
、
提
言
で
は

想
定
さ
れ
る
具
体
例
を
掲
載
し
、
主

権
者
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
促
し

て
い
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

  
ま
た
、
学
校
の
授
業
の
副
教
材
と
し

て
使
え
る
冊
子
の
配
布
も
提
言
し
て

選挙権年齢引き下げによって起こりうる事例

18 歳の生徒が 17 歳の同級生に「今日、候補者の
演説会を手伝うんだけど、一緒にやらない？」と
依頼し、一緒に候補者の演説会を手伝った。

　17 歳の生徒は、選挙運動を行ったことになり、公
職選挙法違反に問われるおそれがあります（ただし、
単純な労務作業をする場合は可）。また、候補者は、
17 歳の生徒に選挙運動をさせたことにより、公職選
挙法違反に問われるおそれも生じます。 

事例１

18 歳の生徒が教師に「先生、次の選挙でどこに投
票するの？」と尋ねた際に「○○党の政策に賛同し
ているから○○党に投票するつもりだ」と答えた。

　教師が意図的に生徒を特定の党を支持するように誘
導しようとしているのであれば、教育基本法に違反しま
す。 また、教師が生徒に対し、特定の政党・候補者へ
の投票まで呼びかけた場合は、公職選挙法の教育者の
地位を利用した選挙運動に該当し、公職選挙法違反に
問われるおそれがあります。

事例3

生徒が、投票日に部活動の試合があるため、平日に
期日前投票に行きたいので公欠にしてほしいと申し
出た。 

　期限前投票は原則として朝 8 時 30 分から夜 8 時、
投票は原則として 7 時から 8 時まで可能なため、公欠
ではなく、時間を見つけて投票に行くように指導するこ
とが必要です。

事例5

生徒同士の政党や候補者についての考え方の違い
をめぐるトラブルから、いじめや仲間外れなどの問
題が生じ、教員だけではなくスクールカウンセラー
が個別の相談などに当たった。 

　生徒に対して、異なる考え方や意見に耳を傾けつつ、
自らの意見もきちんと伝え、互いの意見を尊重すること
が大事であることや、いじめ等に対しては決して許され
るものではないといった毅然とした指導を行うことが必
要です。 

事例6

18 歳と 17 歳がいる同級生のＳＮＳのグループに
おいて、次の選挙で誰に投票するかをやりとりする
中で、17 歳の生徒が「候補者の○○はとても立派
な人らしいよ。18 歳の人はみんな彼に投票して」
と書き込んでしまった。また、候補者の選挙運動の
メッセージを SNS などで広めてしまった。

生徒が「自分の親が今度立候補するので、投票して」
と学校内で教師や 18 歳の同級生に対して呼びかけ
る。また、同級生に対しては「投票してくれたら食
事をおごってあげるから」と言う。 

　17 歳の生徒は、選挙運動を行ったことになり、公
職選挙法違反に問われるおそれがあります。

　生徒は、選挙の公示・告示の前であれば、選挙期間
外に選挙運動を行ったこととなり、年齢を問わず事前
運動に該当し、公職選挙法違反に問われるおそれがあ
ります。 また、選挙期間内でも、生徒が 17 歳以下で
あれば、公職選挙法違反に問われるおそれがあります。
　また、選挙期間内外を問わず、当該行為が学校内で
行われ、学校がそれを黙認しているのであれば、教育
上の支障が生じる恐れがあり、適切ではありません。 
　さらに、18 歳の同級生に対して、立候補者を当選
させるために飲食の無償提供をすることは、選挙人に
対する利益供与の申込みに該当し、選挙期間内外を問
わず買収罪に問われるおそれがあり、さらに選挙運動
に関して飲食物を提供した場合は、公職選挙法違反に
も問われるおそれがあります。 

事例2

事例4

学
校
教
育
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
の
提
言

全
国
す
べ
て
の
高
校
生
に
副
教
材
を
配
布
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い
ま
す
。
こ
の
副
教
材
『
私
た
ち
が

拓
く
日
本
の
未
来
』
は
、
有
権
者
と

し
て
責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
る
た
め
の

心
構
え
に
始
ま
り
、
解
説
編
、
実
践

編
、
参
考
編
の
３
部
構
成
に
な
っ
て

い
ま
す
。
選
挙
と
は
何
か
、
そ
の
仕

組
み
や
投
票
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
る
他
、
模
擬
選
挙
や

模
擬
議
会
な
ど
を
通
じ
、
よ
り
実
践

的
に
政
治
や
選
挙
に
関
す
る
知
識
が

習
得
で
き
る
よ
う
に
作
成
し
て
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
副
教
材
は
、
自
民
党
が

主
導
し
、
全
国
す
べ
て
の
高
校
生

３
７
０
万
人
に
今
年
度
か
ら
配
布

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

総
務
省
と
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
有
権
者
に
役
立
つ
内
容
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
活
用
し
、
家

庭
で
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

提
言
で
は
さ
ら
に
、
小
中
学
校
に

お
け
る
教
育
の
充
実
や
、
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
な
ど
の
他
、
高
校
の
新

科
目
「
公
共
（
仮
称
）」
の
創
設
も
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

―
二
つ
め
は
、
い
か
が
で
す
か
。

池
田　

混
乱
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

学
校
に
お
け
る
政
治
的
中
立
性
の
徹

底
的
な
確
立
で
す
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
学
校
に
政
治

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
持
ち
込
ま
れ
た

り
、
学
校
が
政
治
闘
争
の
場
と
な
っ

て
混
乱
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
自
民
党

は
高
校
生
の
政
治
的
活
動
に
つ
い
て

「
学
校
内
外
に
お
い
て
、
高
校
生
と
し

て
の
本
分
を
踏
ま
え
、
基
本
的
に
抑

制
的
で
あ
る
べ
き
」
と
の
指
導
を
学

校
側
が
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き
と
提

言
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
は
昭
和

44
年
に
出
し
た
通
知
※
を
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
見
直
し
、
近
く
通
知
を
改

め
て
発
出
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
教
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
法

令
に
基
づ
い
て
政
治
的
中
立
性
の
確

保
を
徹
底
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
提
言
で
は
、
教
員

の
日
々
の
指
導
の
中
で
、
個
人
的
な

考
え
や
偏
向
を
防
ぐ
具
体
的
な
手
立

て
を
講
じ
る
必
要
性
に
言
及
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
教
育
公
務
員
が

政
治
的
行
為
で
違
反
し
た
場
合
、
政

治
の
責
任
に
お
い
て
罰
則
を
科
す
教

育
公
務
員
特
例
法
等
の
改
正
で
す
。

こ
う
し
た
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
党

内
で
引
き
続
き
活
発
に
議
論
し
て
い

き
ま
す
。

―
提
言
の
三
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

池
田　

大
学
、
家
庭
、
政
治
や
マ
ス

コ
ミ
な
ど
社
会
全
体
で
の
取
り
組
み

の
充
実
で
す
。

　

大
学
や
専
門
学
校
で
は
、
学
生
の

ほ
ぼ
す
べ
て
が
有
権
者
と
な
る
た
め
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
期
日
前
投
票
所
を

設
置
す
る
こ
と
を
提
言
で
は
求
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
有
権
者
と
な
る
若

者
の
政
治
参
加
意
識
を
高
め
る
に
は
、

社
会
全
体
で
の
啓
発
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
や
、
公
職
選

挙
法
の
改
正
を
求
め
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
現
行
の
規
定
で
は
、
や
む
を

得
な
い
事
情
を
除
き
、
保
護
者
は
子

供
を
連
れ
て
投
票
に
行
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
制
度
的
に
可
能

に
す
る
法
改
正
を
、
今
、
総
務
省
が

進
め
て
い
ま
す
。

※	

昭
和
44
年　

文
部
省
（
当
時
）
初
等
中
等
教
育
局

長
通
知
「
高
等
学
校
に
お
け
る
政
治
的
教
養
と
政

治
的
活
動
に
つ
い
て
」

―
来
年
４
月
、
新
た
に
義
務
教
育

学
校
が
創
設
さ
れ
ま
す
ね
。

池
田　

義
務
教
育
学
校
は
、
す
で
に

多
く
の
地
域
で
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
小
中
一
貫
校
を
制
度
化
し

た
も
の
で
す
。
現
状
の
小
学
校
、
中

学
校
に
加
え
、
新
た
な
選
択
肢
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
教
育
全
体

の
水
準
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

―
義
務
教
育
学
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

池
田　

今
の
小
・
中
学
校
の
区
切
り

で
あ
る
「
６・３
」
に
捉
わ
れ
ず
、
地

域
や
児
童
・
生
徒
の
実
情
に
応
じ

て
、
９
年
間
の
教
育
を
柔
軟
に
設
定

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
に

組
む
こ
と
が
で
き
、
学
力
向
上
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
先
生
や
友
だ
ち
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
が
な
い
た
め
、
継
続
的
で
き

め
細
や
か
な
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導

が
で
き
、
つ
ま
ず
き
の
要
因
と
さ
れ

る
〝
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
”
の
解
消
に
も

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
教
育
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
い

か
が
で
す
か
。

来
年
４
月
に
義
務
教
育
学
校
を
創
設

道
徳
、
教
育
に
よ
り
人
間
力
を
さ
ら
に
磨
く

総務省と文部科学省の連携による
「私たちが拓く日本の未来」
（生徒用副教材料）
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池
田　

ま
ず
は
「
こ
の
国
に
生
ま
れ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
、
す
べ
て
の

国
民
が
思
え
る
日
本
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
の
大
き

な
一
歩
が
教
育
再
生
な
の
で
す
。

　

わ
が
国
に
は
、
四
季
折
々
の
美
し

い
自
然
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て

き
た
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
勤
勉
、

親
切
、
親
孝
行
な
ど
、
寛
容
な
国
民

性
を
持
つ
日
本
は
、
世
界
に
も
類
を

見
な
い
す
ば
ら
し
い
国
で
す
。
祖
国

や
故
郷
に
誇
り
を
抱
き
、
自
分
自
身

に
自
信
を
持
ち
、
相
手
を
思
い
や
り
、

支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
る
。

そ
れ
こ
そ
が
本
来
の
義
務
教
育
で
あ

り
、
そ
の
根
幹
に
あ
る
の
が
日
本
の

道
徳
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求
め
ら
れ

る
の
は
。

池
田　

教
育
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
人

間
力
を
、
さ
ら
に
磨
い
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
主
体
的
に

課
題
を
発
見
し
て
解
決
に
導
く
力
、

創
造
性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
忍
耐

力
、
自
己
肯
定
感
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
な
ど
が
不
可
欠
で
す
。
こ

れ
ら
の
資
質
や
能
力
を
子
供
に
習
得

さ
せ
る
こ
と
が
、
10
年
後
20
年
後
を

見
据
え
た
教
育
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

わ
が
国
に
誇
り
を
持
ち
、
日
本
人

の
美
徳
を
失
う
こ
と
な
く
、
世
界
を

相
手
に
渡
り
合
う
。
こ
う
し
た
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
学

校
教
育
を
中
心
に
国
民
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
が
教
育
再
生
へ
の
道
筋

で
す
。
未
来
へ
の
先
行
投
資
と
し
て
、

大
胆
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

―
教
員
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

池
田　

客
観
的
に
世
の
中
を
伝
え
る

力
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
は
人
生
経

験
が
少
な
い
が
ゆ
え
に
、
教
員
の
発

言
は
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ

れ
を
自
覚
し
た
上
で
、
政
治
や
世
の

中
の
仕
組
み
を
含
め
た
社
会
全
般
の

話
を
、
政
治
的
な
中
立
性
を
担
保
し

な
が
ら
児
童
・
生
徒
た
ち
に
正
確
に

伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
徒
た
ち
に
「
自
分
の

責
任
に
お
い
て
投
票
す
る
」
意
義
を

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
生
徒
た
ち

が
「
日
本
の
社
会
は
自
分
た
ち
が
つ

く
っ
て
い
る
」「
い
や
、
つ
く
っ
て
い

く
ん
だ
」
と
い
う
自
覚
と
気
概
を
持

っ
て
、
投
票
に
行
け
る
よ
う
な
教
育

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

に
『
り
ぶ
る
』
読
者
に
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

池
田　

子
供
は
、
わ
が
国
の
未
来
を

担
う
、
大
き
な
存
在
で
あ
り
、
私
た

ち
の
大
切
な
宝
で
す
。
そ
れ
を
育
む

た
め
の
教
育
は
、
家
庭
が
一
義
的
に

責
任
を
持
ち
つ
つ
も
、
学
校
が
専
門

的
な
機
関
と
し
て
行
い
ま
す
。
し
か

し
、
家
庭
や
公
的
な
機
関
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　
『
り
ぶ
る
』
読
者
の
皆
さ
ん
に
は

地
域
の
一
員
と
し
て
、
子
供
た
ち
へ

の
関
わ
り
、
学
校
へ
の
協
力
を
積
極

的
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
近

所
の
子
供
を
見
か
け
た
ら
、
あ
い
さ

つ
し
て
声
を
か
け
る
。
そ
れ
だ
け
で
、

お
互
い
に
思
い
合
う
こ
と
の
大
切
さ

が
伝
わ
る
は
ず
で
す
。
一
人
ひ
と
り

の
支
援
、
力
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
多
く
の
人
が
教
育

に
関
わ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
や
が
て

大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
り
、
子

供
た
ち
を
育
む
力
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
、
若

者
に
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
の
意
義
や

責
任
、
自
覚
を
促
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
投
票
は
た

か
が
一
票
と
侮
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
一
票
一
票
の
積
み
重
ね
が
、
社
会

を
変
え
、
日
本
の
未
来
を
つ
く
っ
て

い
く
大
き
な
原
動
力
に
な
る
の
で
す
。

そ
こ
に
、
関
わ
り
を
持
た
な
い
こ
と

が
、
逆
に
ど
ん
な
負
の
意
味
を
持
つ

の
か
。
政
治
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と

は
、
自
分
の
未
来
を
壊
す
こ
と
、
非

常
に
怖
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
『
り
ぶ

る
』
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
家
族

や
地
域
の
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

よ
り
身
近
に
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の

言
葉
に
は
重
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、

お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

自民党政務調査会・文部科学部会で提言を取りまとめる
（7月3日）

「選挙権年齢の引き下げに伴う学校教育の混乱を防ぐための提言」を安倍総理に渡す
（7月8日）

自
分
の
一
票
が
日
本
の
未
来
を

大
き
く
変
え
る
原
動
力
に


